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【科目】機械数理
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・1 年次
【担当教員】

安田 一美

【授業目標・教育方針】
機械工学の種々の分野の対象の中に内在している数理構造を理解し 、設計・開発・研究等に必要となる数理解析能力
を修得する。具体的には
・機械分野における構造系の数理解析ができる。
・機械分野における流体系の数理解析ができる。

【授業概要】
近年の技術の発展に伴い、機械工学が扱う対象の範囲は拡大の一途を辿っているが、一見別物に見える検討対象でも
共通した数理的構造を有することが多い。本講では機械工学の種々の分野の対象の中に内在している数理構造を理解
させ、設計・開発・研究等に必要となる数理解析能力を修得させることを目的とする。技術者を目指す者が数学を身
につけるためには、微積分や線形代数などの数学の基礎を、いわゆる正統的な教科書に沿って勉強することはもとよ
り非常に重要であるが、一方では数学が工学的対象に巧みに適用されている実例について学ぶことも有効である。本
講では機械工学の分野から比較的普遍性のある実例を選んで解説する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：特に使用せず。
参考書：H.Schlichting:Boundary Layer Theory(McGraw-Hill) 等々

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【備考】
材料力学（学科３，４年），流体工学Ⅰ・Ⅱ（学科４，５年）を復習しておいてください。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：100%，その他：レポートは参考とすることがある

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

【授業計画】（授業名：機械数理）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

前半（第 1 ～ 7 回）構造系の数理 １）梁の変形解析
任意荷重を受ける梁
任意荷重を受ける弾性支持梁
Fourier 級数と Fourier 積分
２）座屈問題
長柱の座屈
Euler の式と棒の境界条件の影響
実験公式
エネルギー法

後半（第 8 ～ 15
回）

流体系の数理 次元解析
模型実験と無次元パラメタ－
Reynolds の相似則
Navier-Stokes 方程式
Rayleigh 問題
境界層の概念と境界層近似
境界層方程式と速度分布
定期試験
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